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断頭三角柱の影・１ 

 

図１のように高さ２２㎝の光源ＬＭがまっすぐ立っていて，立体ＡＢＣＤＥＦを照らします。真上から見

たときの点Ｍ，Ｄ，Ｅ，Ｆは図２の位置にあります。このとき，光源ＬＭによってできる立体ＡＢＣＤＥＦ

の影の体積は何㎝３ですか。電球の大きさは考えません。 

 

   図１                図２ 
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断頭三角柱の影・１ ７０６５㎝３ 

 

 頂点Ａ，Ｂ，Ｃを通過した光は，光源と頂点の高さによって，図①のようになります。ここで，辺ＥＦの

中点Ｎの直上について考えます。辺ＢＣの中点の高さは，（１１＋２０）÷２＝１５.５（㎝）です。他方で，

頂点Ａを通過した光線のＮの直上の位置に当たる点をＪとすると，光源とＡの高さの差が 

２２－１８＝４（㎝）なので，点Ｊの高さは１８－４×
３

６
＝１６（㎝）となって，辺ＢＣより上にあります。

よって，面ＡＢＣ，および，面ＡＢＣと辺ＡＢ，ＡＣを通過した光に挟まれた空間は図②のように影になり

ます。 

 

   図① 
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 図②の影の部分の体積は，四角すいＬ－ＭＨＧＩから，断頭三角柱ＬＡＢ－ＭＤＥ，ＬＡＣ－ＭＤＦ， 

ＡＢＣ－ＤＥＦを除くことで求めることができます。 

 

   図②                    図③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四角すいＬ－ＭＨＧＩは，底面積が９２×９９－（８８×９９＋７７×６６＋１５×１５＋４×１８）÷

２－６６×１５＝１０７２.５（㎝２）なので，体積は１０７２.５×２２×
１

３
＝７８６５（㎝３）です。断頭

三角柱ＬＡＢ－ＭＤＥ，ＬＡＣ－ＭＤＦ，ＡＢＣ－ＤＥＦはどれも底面積を求めると１５㎝２になるので，

体積の合計は， 

１５×（
２２＋１８＋１１

３
＋

２２＋１８＋２０

３
＋

１８＋１１＋２０

３
）＝８００（㎝３）です。 

 よって影の体積は，７８６５－８００＝７０６５（㎝３）です。 
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